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■連絡先
　• 住　所 枚方市上島町2-20-901
　• 電　話　 072-866-1354
　• E-Mail makayo@nike.eonet.ne.jp
　• H　P http://hirakata-komei.jp/nifu/

枚方市議会議員 丹生真人（現在2期目）
 • 建設常任委員会委員長
 • 枚方市病院事業運営審議委員
 • 議会改革特別委員会委員 等歴任

　 現在 • 文教常任委員会委員
 • 議会運営委員会委員
 • 枚方寝屋川消防組合議会議員
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　 ご挨拶

　平素より、市政に対する

ご意見、ご要望を賜り、誠に

ありがとうございます。

　3月定例月議会で示され

た平成29年度枚方市予算

案では、私がこれまで議会

質問で、その必要性を訴えてきた「新婚家庭

に対する支援」や「日中一時支援事業の拡充」

などが盛り込まれ、予算特別委員会、本会議

での審議の結果、無事成立しました。今後も

市民の皆さまのお声を、市政において、ひと

つでも多く実現できるよう、しっかりと取り

組んでまいります。

　今後、枚方市では、（仮称）総合文化芸術セ

ンター整備、枚方市駅周辺再整備、京阪本線

連続立体交差事業など、大型事業が続き、市

の財政負担も大きくなっていく見通しです。

将来にわたって持続可能で、バランスのとれ

た財政運営を目指し、自身に与えられた役割

を、全力で全うしてまいります。
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訴えてきました。
　平成29年度より、夕方の時間帯における日
中一時支援事業実施を促すため、事業所に対
する加算制度を見直すことになりました。
　18歳以上の障がい者が2時間以上利用、
　かつ18時以降に利用終了の場合
　居宅、学校または日中一活動系事業所との
　送迎を行った場合
などに事業所に対し加算をするようになり
ます。
（注1）学校に通う障がい児に対し、放課後・長期休暇中に、生活能力
向上の訓練等を提供し、放課後等における居場所を提供する事業。

安全・安心
　一次避難所（市立小学校等）に、
　無料公衆無線LAN（Wi-Fi）環境の整備
　空き家・空き地対策に「相談窓口」設置
　環境保全課 ☎050-7102-6008
　防犯カメラの増設
　（650台 平成29年9月～）

子 育 て
　待機児童解消へ定員増・小規模保育施設の開設
　• 市立おおがいと
　• 市立楠葉なみき（北部支所内に開設 平成29.7 ～）
　• 民間小規模保育施設3園
　• 私立保育園分園（平成29.12 ～）
　子育て情報アプリ
　健診や予防接種のお知らせ・子育て支援情報を
　平成29年度後半から登録者へ発信予定。
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「結婚新生活に対する支援」が
実現します!

　枚方市においても少子高齢化・人口減少
が進むなか、新しく結婚生活をスタートさ
れる方々に、枚方市に住んでもらい、子育て
をしてもらうため「新婚家庭に対する支援
制度が必要」と、私はこれまで議会質問で訴
え続けてきました。

障がい者の夕方の居場所を確保!
日中一時支援事業の拡充が実現します!

　高校在学中に、放課後等デイサービス(※注1)
を利用していた方が、卒業後、日中活動系事
業所（以前は作業所と呼ばれていました）に通所され
た場合、帰宅時間がそれまでと比べ、概ね2 ～
3時間程度早くなることで、ご家族の生活サ
イクル・仕事の時間に影響が出ることがあり
ました。
　障がい者の方の居場所の確保ということ
では他に「日中一時支援事業」がありますが、
夕方の時間帯に利用できる事業所が少ない
という状況でした。

　私自身、また会派（公明党議員団）として主張し
てきたことが、平成29年度枚方市事業の中で、実
施されますので、その主な実績をご紹介します。

 健　康
　胃がん検診の拡充
　50歳以上の方は、これまでのバリウム検査に
　加え、新たに胃カメラ検査を選択できます。
　（2年に1回）
　ドクターカーの導入
　医師が同乗した救急車（ドクターカー）が
　現場に出動します。平日の9時～ 17時に稼動
　新たな地域拠点を北部支所内に開設

　「夕方の時間の居場所
として日中一時支援事業
の充実を」との要望を受
け、私は議会質問でこの
問題を取り上げ、何度も

主な申請要件
①結婚を機に市内の住居に新しく居住する
　こと（市内での転居含む）
②世帯所得340万円未満であること

補助対象経費
①新規の住宅取得費用
②新規の住宅賃借費用
　（賃料、敷金、礼金、共益費等）
③婚姻に伴う引越し費用

　平成28年12月定例月議会
の一般質問でも、市が使う
ことのできる国の補助金を
示したうえで、早期の事業
実施を強く促したところ、
この程「結婚新生活に対する支援」が実現す
ることになりました。
　結婚に伴う新居の賃貸・購入費用や引越
し費用について、一世帯につき最大30万円
の補助をします。
（平成29年6月から申請受付・交付開始）

　平成29年12月開設予定
　赤ちゃんから高齢者まで切れ目
　なく、健康や子育てに関する相談・
　支援を行います。


